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〔普及現場から〕 

ひろがる岡山地域の稲ＷＣＳ 

～鍵は生産利用しやすい仕組み作り～ 

岡山農業普及指導センター 

１．はじめに 

 岡山普及センター管内では、県内でも早く

から転作田の有効活用と飼料自給率向上のた

め、稲ホールクロップサイレージ（ＷＣＳ）

の生産・利用が行われてきました。 

 手作り乳酸菌の添加や液肥の利用など農家

毎に工夫し、低コストで発酵品質・嗜好性と

もに良いものができています。 

 しかし、良質な飼料稲ＷＣＳのより効率的

生産には、専用機を使用した収穫調製作業体

系が必須条件となるため、一部の地域の酪農

家が取り組んでいるのが実情です。 

 ところが、昨年から耕種農家が、転作作物

の１つにと飼料稲栽培を本格的に導入したこ

とより、岡山地域にも大きな動きがでてきま

した。 

 ここでは、岡山地域における、この１年の

稲ＷＣＳの取り組みをお知らせします。 

 

２．コントラクター設立と新規農家の参加 

 一昨年に飼料稲を試作した耕種農家グルー

プが専用機を導入し、H20 年７月に収穫調製

作業を請け負うコントラクター「アグリライ

フ岡山」を設立しました。 

〈コントラクター：美作市からの請負依頼が初仕事〉 

 

 これにより、収穫調製作業の依頼先が確保

され、機械を持たない地域へも広く飼料稲Ｗ

ＣＳの取り組みを推進できるようになりまし 
た。 

「アグリライフ岡山」請負条件 

 

ほ 

場 

 

 

・一区画10a以上、30a以上の団地 

 (ほ場分散時は移動距離1km以内) 

・５条クラスのｺﾝﾊﾞｲﾝ入れるほ場 

・乾田化できる。 

・雑草が多い場合は、不可。 
 

費 

用 

 
 

・収穫調製受託(資材・回送含） 

 原則24,000円/10a 

・ﾛｰﾙ8個を超える場合は追加料金 

           ・・・等々 

  

また、生産体制が確立している畜産農家組

織の稲ＷＣＳ生産に耕種農家も参加する形

で、機械の共有や土地集積が進み、岡山地域

全体で作付け面積が約 20ha(H19)から H20 年

は約 29ha に広がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈関係者立ち会いの計量〉 
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３．流通体制の整備と耕畜連携の強化 

 今年は、面積の増加と平均反収の向上が加

わり、畜産農家も余剰ロールを販売し始めた

ことで、当初予想よりも飼料稲ＷＣＳの流通

量が増えました。流通先や運搬をケース毎に

おからく等の関係者と相談調整しながら進め

た手探りの１年だったといえます。 

〈ほ場からの搬出・運搬〉 

 

 その中で、広い岡山地域内の情報の共有と

意識統一を図るため、稲発酵粗飼料研修会（専

用機による収穫･調整作業中の現地ほ場見学

を含めた）を開催しました。 

 市町やＪＡなどの関係機関と、管内の稲Ｗ

ＣＳの生産状況や需要および補助制度などに

ついて情報を持ち寄り、また、アグリライフ

岡山代表者に取り組みの感想や請負条件など

について紹介してもらいました。 

〈稲発酵粗飼料研修会(収穫調製作業を見学)〉 

 

 

４．次年度に向けて 

 手探りの一年を過ごし、流通価格や集積･

運搬など生産者側･利用者側双方から課題や

要望が出てきており、新規取組希望者の相談

窓口を兼ねた協議･検討の場が求められてい

ます。 

 岡山普及センターでは、各地域や取り組み

関係者の情報交換と連絡調整を図る目的で、

この２月に「岡山地域飼料稲ＷＣＳ生産利用

連絡会」を設立しました。 

 今後も、耕畜連携による円滑で継続可能な

飼料稲ＷＣＳ流通体制を支援します。 

〈稲ＷＣＳロード〉 

 


